
長者屋敷官衙遺跡 現地説明会のお知らせ

長者屋敷官衙遺跡は、奈良～平安時代の下毛郡役所跡です。米倉が並んでいた
「正倉域」は国指定史跡になっています。
令和4年度には、大型で四方向に廂のついた格式の高い建物「四面廂建物」の一
部を確認しました。これは郡衙全体の構造に関わる大きな発見でした。

今年度は、令和4年度に想定した位置に柱穴列を発見。
これで建物の全貌を確認することができました！

建物規模は、国府の政庁クラスにもひけをとらない規模であり、長者屋敷官衙
遺跡の壮大さが伺いしれます。

現地説明会
令和5年調査区の説明を行います

日 時：令和６年１月27日（土）
1回目10：00～11：00
2回目11：00～12：00

※小雨決行
集合場所：発掘調査現場

（駐車場から誘導します）
駐 車 場：廣池千九郎記念館駐車場

（中津市大字永添2423番地）

遺跡は埋め戻します。

貴重な遺跡を見る
最後のチャンス！

奈良時代の大型建物を支
えていた、大きな柱穴を
ご覧ください！

ちょうじゃやしきかんがいせき

問い合わせ先：中津市歴史博物館 ☎ 0979－23－8615（大分県中津市1290番地）

駐車場等の事情により、
前日（１月26日）までの受付制です。
見学希望の方は、
下記中津市歴史博物館へお申し込みください。

令和5年調査区
(今回の説明範囲)

国指定範囲


